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　近年、高齢化に伴う後継者及び担い手不足などから荒廃地が増加する傾向にあり、
その対策等が課題となっています。そこで、町内に農地を所有されている方を対象に
農地台帳の補正及び本町の農業の現状や課題を把握し、農業委員及び農地利用最適化
推進委員と地区が一体になって課題の解消に向けた今後の協議資料として活用するこ
とを目的に調査を実施しました。

　精華町の農地台帳に登載されている町内に農地を所有されている方

　【町内在住】　対象件数　　１，４６６件
　【町外在住】　対象件数　　　 ５１３件

　農業委員（１４名）及び農地利用最適化推進委員（５名）の
地元地区は、委員及び農家代表者等を通じて調査票の配付・
聞き取り及び回収を行いました。
　また、それ以外の方には、返信用封筒を同封して郵送により
行いました。

　　令和３年７月から８月３１日まで

　調査票配付件数（対象件数）１，９７９件に対して、回収件数は１，６０５件で、回収
率は８１．１％となりました。
　
　【町内在住】　回収件数　　１，３４０件（回収率：９１．４％）
　【町外在住】　回収件数　　　 ２６５件（回収率：５１．７％）

　６０歳以上の世帯主若しくは主耕作者が「６４．４％」と半数を超え、５０歳代以
下は「１１．７％」となっています。
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農業経営及び耕作状況等に関する調査の主な集計結果

Ⅰ．調査概要

１　調査の目的

Ⅱ．回収結果

Ⅲ．主な集計結果

１　農業経営主（世帯主、主耕作者）の年代

２　調査対象

３　調査方法

４　調査期間
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　６０歳代以上の世帯主若しくは主耕作者の割合が６４．４％を占め、５０歳代以下
の割合は１１．７％と少ないことから、高齢化が進んでいることが分かります。
　また、後継者がいないと回答した方が半数以上を占め、５年後の経営状況や経営規
模については「農業を従にや現状維持」が一番多いものの「やめたい」が２５％、「売
りたいや規模縮小」が３０％であることから、全国的な課題となっている「高齢化、
担い手不足」という状況が本町においてもみられます。
　なお、今後、農業委員及び農地利用最適化推進委員と地区が一体になって課題の解
消に向けた協議を進めていくこととしています。

　農業経営規模について、一番多かったのは現状維持という方で「３７％」、次いで
売りたいという方が「１７％」、規模縮小という方が「１３％」となっています。
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　農業を続けるという方は「４３％」で、やめたいという方は「２５％」となってい
ます。
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　後継者がいる方は「１９％」で、後継者がいない方は「５４％」と半数を超えてい
ます。

後継者がいる
382件
（19%）

後継者がいない
1,074件
（54%）

無回答
523件
（27%）

◆発 行 日　　　２０２２年３月　発行
◆編集発行　　　精華町農業委員会
◆問合せ先　　　精華町農業委員会事務局
　　　　　　　　〒６１９－０２８５
　　　　　　　　京都府相楽郡精華町大字南稲八妻小字北尻７０番地
　　　　　　　　ＴＥＬ　０７７４－９５－１９０３（産業振興課内）
　　　　　　　　ＦＡＸ　０７７４－９５－３９７３
　　　　　　　　メール　Seika-nogyoiinkai@town.seika.lg.jp

Ⅳ．主な集計結果からみる今後の課題

４　５年後の経営規模

３　５年後の経営状況

２　後　継　者


